
独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機構（以下O I ST）は、沖縄に自然科学系の世界最高水準の国際的な大学院大学を

創設する準備のため、2005年９月１日に発足しました。このニュースレターは大学院大学開学にさきがけて実施している

研究など、O I STの現在の活動内容を紹介しています。 
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細胞膜通過輸送研究ユニットのメンバー 
代表研究者　ファデル・サマテ博士（後列右端） 

 

2007年4月、沖縄工業技術センター（うるま市）に発足した細胞膜通過輸送研究ユニット。代表をつとめるファデ

ル・サマテ博士は西アフリカのセネガル共和国出身で、ナイジェリア、トーゴ、ガーナ、コートジボアールで少年

期を過ごした後、大学進学のためフランスに渡る。ジョセフ・フーリエ大学で理論物理学を学び、1992年に同大学

大学院にて中性子回析による二次元結晶格子の解析で博士号を取得する。1994年、欧州委員会の研究員派遣制度

で来日した。放射光化学研究施設（茨城県つくば市）に勤務した後、1996年に松下電器産業（株）先端技術研究所に

移り、タンパク質のX線結晶解析に着手する。この時の研究成果は、2001年3月15日号の英国の科学雑誌「ネイチ

ャー」に掲載されるとともに、その表紙を飾った。また、同博士が続いて取り組んだ、X線結晶解析による細菌べん

毛軸構造の動作機構の解明に関する研究は、第3回（2005年度）ひょうごSPring-8賞の受賞につながる。同賞は、

兵庫県が県内に保有する大型放射光施設「SPring-８」を使って優れた成果をあげた研究者を顕彰する賞である。 

生命科学との出会い 

　十代の頃、一番好きな教科は数学でした。当時の夢は、1

本のペンと紙、それから１杯のコーヒーを傍らにおいて、一

日中好きなだけ数学に取り組むことでした。数学と経済学を

組み合わせて、あっと驚くような経済理論を編み出すことに

興味があったのです。とこ

ろが、大学 1年生の時に数

学と経済学よりもっと面白

い生命科学に出会い、この

分野の研究に取り組むこと

になりました。 

　博士課程修了後、2年間勤

めたフランス国立科学研究

センターでは、コンピュー

ターを使って膜タンパク質

の形態を予測する研究をしていましたが、何かがもの足りな

いと感じていました。その何かとは、実験による検証です。 

 

膜タンパク質 

　細胞は高度に組織化されており、細胞の中あるいはその周

りには、タンパク質と脂質から成る細胞膜によって外界から

隔離された、複数の細胞小器官が存在します。細胞膜に埋め

込まれたタンパク質は膜タンパク質と呼ばれ、脂質とともに

個々の細胞小器官が一定の機能を果たす役割を担っています。

膜タンパク質は細胞の生理的機構にとって不可欠ですが、そ

の働きのひとつが、門番のように細胞膜を通過する物質の出

入りを選択的に制御するというものです。しかし、どのように

制御がおこなわれているかはあまり明らかになっていません。

そこで私たちのユニットでは、膜タンパク質の立体構造を知

ることで、その機能を原子レベルで理解しようとしています。 オフィスにて（うるま市） 
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　タンパク質の立体構造を

調べるには主に 3 つの方法

があります。1つが電子顕微

鏡法で、電子顕微鏡を使っ

て固体内部の原子配列を調

べるというものです。2つ目

が核磁気共鳴法（NMR法）で、

これは外部磁場内に置かれ

た原子核が、固有の周波数

の電磁波と相互作用する現

象を利用しています。3つ目

がX線結晶解析法で、X線

を物質に当て、その回折の

結果を観測することで結晶

内部の原子がどのように配

列しているかを知る方法です。 

　構造が解明されたタンパ

ク質の情報は、タンパク質構造データバンク※１

　
に蓄積されま

す。このデータバンクは毎週更新されますが、2009年2月

現在、55,660の構造データが登録されています。膜タンパ

ク質は、DNAに記された遺伝子情報に従って合成されるタ

ンパク質のおよそ30%にあたりますが、立体構造が明らか

になったタンパク質のわずか3%を占めるにとどまっていま

す。この割合の低さの理由として挙げられるのが膜タンパク

質の疎水性※２

　
で、膜タンパク質の結晶化を難しくしています。 

　研究者にとって、心から面白いと感じ、多くの時間を費や

すに値する研究対象を見つけることはとても重要です。これ

まで私は、細胞の様々な働きを担う膜タンパク質の立体構造

の解明に取り組んできました。ここ沖縄で立ち上げたユニッ

トでは、X線結晶解析法によって、サルモネラ菌と大腸菌の

膜タンパク質の立体構造の決定をめざしています。 

 

細菌べん毛とタンパク質輸送装置 

　細菌が人間の細胞に感染する時、細菌は細胞膜を通って細

胞内に毒素を注入します。その時使うのがべん毛やニードル

複合体で、世の中に精巧な機械が登場するずっと前から、細

菌はこれらの複雑な器官を発達させてきました。べん毛はお

よそ30種類のタンパク質分子から成り、細菌はこれを回転

させることで活発に動き回っています。べん毛は多くの微生

物にみられます。 

　ニードル複合体はタンパク質からなる超分子複合体で、グ

ラム陰性病原細菌※３

　
に特有なものです。ニードル複合体は

注射器のような役割を果たし、細菌はこれを使って宿主とな

る動植物に毒素タンパク質を注入し、感染します。サルモネ

ラ菌が原因の胃腸炎や腸チフス、病原性大腸菌によって引き

起こされる出血性の下痢、赤痢菌に起因する赤痢など、感染

症の原因はよく知られていますが、どのように毒素が細胞膜

を通過し、細胞内に分泌されるか、その際ニードル先端部分

が菌体と宿主細胞の間でどのような働きをするのか、その全

容は明らかにされていません。 

　細菌べん毛が形成される時、無数のタンパク質が細胞膜を

通って輸送されます。この働きを III型分泌機構と呼びます

が、興味深いことに、グラム陰性病原細菌ではニードルの形

成と、毒性タンパク質を菌体外に分泌する時にも、III 型分

泌装置を必要とします。III 型分泌機構と細菌べん毛にはど

うやら進化的な相関関係があることもわかってきています。

べん毛形成を担うタンパク質とニードル複合体との構造的お

よび機能的類似性について調べることは、門番役である膜タ

ンパク質のメカニズムの解明につながると信じています。そ

してこれらのメカニズムの詳細を知ることは、感染症と闘う

上で極めて重要といえます。 

 

膜タンパク質の結晶化 ― 1滴の魔法 

　タンパク質のX線結晶解析

で鍵をにぎるのが、タンパク

質の結晶化です。結晶化の過

程では試薬溶液を使ってタン

パク質の表面から水分子を奪

いますが、これが単に沈殿で

終わってしまうこともありま

す。大きくて良質な結晶を得

るには、不純物や欠陥の少な

い単結晶であるかどうか、そ

して試薬溶液の濃度や組み合

わせ、温度など、あらゆる要

因が結果を左右します。結晶

化に成功する条件を探す時、

研究者に必要とされるのが創

造力です。それは、あらゆる

色を使って夕日に映える沖縄

の海を描く画家の創造力とよ

く似ています。条件の組み合

わせは無限にあります。どれ

ほど数多くのタンパク質を結

晶化させることに成功したと

しても、次の結晶化の作業は

またあらゆる困難を伴います。

自分の知識と想像力に加え、

心・精神・魂をも1滴の溶液

に込めなければ成功しないの

です。 

 

夢と挑戦 

　細菌は人間にとって様々な

病気を引き起こしますが、私

たちの研究の成果が臨床で役

立つことを願っています。例

えば、病原性大腸菌は開発途

上国における乳幼児の下痢の

原因菌であり、その脅威は深

6リットルの大腸菌培養による数
ミリグラムの膜タンパク質の発現 

上から下へ：タンパク質の結
晶化のプロセス。1段階進む
たびに百以上の条件を検討し、
タンパク質の単結晶化を試
みる。右下のスケールバーは
0.3mmを示す。 

細胞膜通過輸送研究ユニットで
得られた膜タンパク質の結晶 
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刻で、未だになくなることはあり

ません。先進国においてさえ、サ

ルモネラ菌によって引き起こされ

る疾病が原因で、毎年人命が奪わ

れています。細菌のタンパク質分

泌機構を明かすことができれば、

細菌が細胞を感染する時の基礎知

識を多くの研究者と共有すること

ができます。これは私の夢です。

また、私にとっての挑戦もありま

す。それは、膜タンパク質の構造

を解明し、OISTを膜タンパク質の研究分野において世界的

に重要な研究機関に成長させることです。ユニットのメンバ

ーはみな並外れて研究熱心で、成功は目の前にあると信じて

います。まさにラテン語の格言、「困難を克服して栄光を獲

得する」の一語につきます。 

大腸菌の形質転換をする 
イリーナ・メシェリャコバ 
技術員 

タンパク質構造データバンク：国際的な公共のデータベースで

日本では大阪大学タンパク質研究所にその支所がある。 

http://www.pdbj.org/index.html

※１ 

疎水性：油に溶けやすい性質を疎水性という。逆に水に溶けや

すい性質を親水性という。 

※２ 

グラム陰性病原細菌：デンマークの学者ハンス・クリスチャン・

グラム（1853-1938）によって考案されたグラム染色と呼ばれ

る細菌の分類に用いられる染色法で、紫色に染まる細菌群をグ

ラム陽性細菌、染まらない細菌群をグラム陰性細菌と呼ぶ。 

※３ 

研究員紹介  

クライブ・バーカー 研究員 

細胞膜通過輸送研究ユニットが発足してから３ヶ月後の2007年8

月にOISTに着任したバーカー研究員。英国南部の都市・ワーシン

グ出身の同研究員は、英国リバプール大学で学士号（細菌生理学）を

取得後、レディング食品研究所でリステリア菌と食品保存料につい

て研究をし、博士号を取得した。OISTに来る以前は米国イリノイ

大学で細菌べん毛をテーマに、4年間勤務した経験をもつ。バーカ

ー研究員に、ユニットにおける役割と今後の目標について聞いた。 

タンパク質間相互作用：タンパク質は物理的接触をして、タ

ンパク質複合体を形成することにより、その機能を発揮して

いるが、この接触をタンパク質間相互作用という。 

※１ 

表面プラズモン共鳴（SPR）：被測定サンプルを固相化したセ

ンサーチップ表面で生じる微量な質量変化を、SPRシグナル

として光学的に検出することで、2分子間の結合と解離の状

態を解析する方法。 

※２ 

　細菌のべん毛はここ30～40年の間、とても熱心に研

究されています。私たちのユニットでは、サルモネラ菌の

べん毛タンパク質輸送装置に注目し、この輸送装置を構

成するタンパク質分子がどのように認識され、区別され、

そして細胞外へ送り出されているのかを調べています。 

　べん毛は大きくわけて三つの部分からなり、それぞれ

が細胞膜を貫通する基部体、細胞外にのびるフック、そし

てプロペラのように回転して細菌の動きを推進するべん

毛繊維と呼ばれています。ユニットでは、イリーナ・メシ

ェリャコバ技術員とともに、べん毛の基部体に存在し、

III型分泌機構をつかさどる6つの膜タンパク質の機能に

ついて、遺伝学と生化学を組み合わせた技術を用いて調

べています。膜タンパク質の機能を理解するのに一番良

い方法は、X線結晶解析によってその立体構造を実際に

見ることです。なぜなら、構造を見れば、ある程度その機

能を予測できるからです。構造が判明した後は、タンパク

質に人工的に変異を入れ、予測が合っていたかを確かめ

ます。 

　膜タンパク質の機能は、変異によって運動能力を失っ

た種々のサルモネラ菌を用いて、その運動能力が回復す

るかどうかをみることで調べます。また、生化学的な方法

により種々のタンパク質間の相互作用※１
　
をみることでタ

ンパク質の機能を研究しています。これらの研究は、タン

パク質の結晶化に取り組む、ユニットの他のメンバーの

仕事を補完しているといえます。 

　細胞膜通過輸送機構における膜タンパク質の相互作用

は多岐にわたり、安定したものもあれば、一過性のものも

あります。安定した相互作用では、膜タンパク質を結晶化

することで、相互作用の相手が何であるかを突きとめる

ことが可能です。しかし、弱い場合は他の手法を必要とし

ます。今後私たちのユニットでは、表面プラズモン共鳴（SPR）
※２

　
と呼ばれる方法を用いて、弱く、不安定で、一過性のタ

ンパク質間相互作用について調べていく予定です。 

　沖縄の生活は大変便利で、慣れるのも容易でした。妻と

二人の子どもたちと一緒に暮らしていますが、この島の

気候も自然も、ゆったりとした生活ペースも気に入って

います。ユニットは皆とても結束が固く、何時間も研究室

で一緒に働きます。私個人の今後の目標は、引き続きべん

毛や別のタイプの分泌装置について研究し、数多くの論

文を世の中に出すことです。 
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OISTオープンハウス2008 
（一般公開） 

　研究内容の展示および 
　科学実験のデモンストレーション 

　展示および科学実験の

コーナーでは 8つのブー

スが設けられ、訪れた人

たちに対してOIST の研

究者たち自ら説明をし、

実験のデモンストレーシ

ョンをおこないました。

普段研究室で使われてい

る電子顕微鏡を使ってミ

クロの世界をのぞくブースでは、昆虫の目などを観察する

ほか、今年のノーベル化学賞で話題になったクラゲから抽

出された緑色蛍光タンパク質（GFP）を使って細胞を染め

たゼブラフィッシュや線虫が紹介されました。また、シャ

ンプーやコーヒーフィルターなど、家庭にある道具を使っ

てバナナからDNAを抽出する実験コーナーでは、幼い子

どもから大人までが歓声を上げながら丁寧に命の設計図を

取り出していました。この他、

ネズミ型ロボットのコーナーでは、

動物の学習能力をそなえ、自分

で充電パックを探して動くロボ

ットの様子に多くの子どもたち

が目を輝かせていました。 

　沖縄県立与勝緑が丘中学校（う

るま市）理科教員の渡邊正俊先

生の引率で会場を訪れた与勝高

等学校と緑が丘中学校の科学同

好会の女子生徒たちは、小学生

対象の海洋生物の観察会や、渡

邊先生の出張実験講座のお手伝

いをするなど、日頃から科学に

親しんでいるだけに、会場では

熱心に研究員の話を聞いていま

した。昨今子どもたちの理科離

れがすすんでいると言われてい

ることについて渡邊先生は、理

科や科学が嫌いな子どもはほと

んどいないと力説され、このよ

うなイベントはとても大事と思うと感想を述べられました。 

 
　ラボツアー 
　OIST の研究者が普段

はどのようなところで働

いているかを知る機会と

なったラボツアー。参加

者は午前と午後の２回に

分けて、沖縄科学技術研

究・交流センター（うる

ま市）の G0 細胞ユニッ

トと電子顕微鏡室を訪れ

ました。同ユニットでは

島貫瑞樹博士と武田鋼二

郎博士、そして國分綾技

術員が研究機器について

ひとつひとつ丁寧に説明

をおこなったほか、電子

顕微鏡室の吉田智子技術

員が参加者のみなさんに

デモンストレーションをおこないました。 

　イベント当日、ラボツアー参加申し込みのため会場に一

番乗りした豊見城市の長嶺親子と名嘉親子。長嶺将太君（小

４）は、普段あまり科学にふれることがないのでとても楽

しみにしてきたと語ってくれました。また、親子4人でラ

ボツアーに参加してくれた屋宜さんご家族。小学5年生の

風子さんと小学 2年生の亮気君のお母さんの浩美さんは、

普段足を踏み入れることのない研究室を見学し、大きな顕

微鏡にふれることが出来て貴重な経験だったと感想を述べ

られました。 

 
　講演会 

　講演会では情報処理生物学ユニット代表研究者の丸山一

郎博士、神経計算ユニット代表研究者の銅谷賢治博士、そ

して発達神経生物学ユニット代表研究者のゲイル・トリッ

プ博士が、各々およそ20分にわたり日頃の研究活動や専

門分野について話をしました。 

　親子三代で会場に足を運んでくれた那覇市在住の与儀さ

ん一家。祖父の和雄さんは、講演は

どれも難しい内容ではあったけれど、

とても勉強になったと感想を述べて

くれました。孫の達喜君（小学３年）

は理科の実験が大好きとのことで、

将来は科学者になりたいと抱負を語

ってくれました。 

 

2008年11月9日、初めてのOISTオープンハウス（一般公開）が沖
縄県工業技術センター（うるま市）で開催された。小中学生をはじめ
とする地域の方々に対して、OISTの研究内容について楽しく、わ
かりやすく紹介することを目的におこなわれた同イベント。当日は
およそ630名が来場し、講演会や研究内容の展示、科学実験などを
通して、科学の世界にふれた。 

およそ630人が来場した 

バナナのDNAを抽出する実験 

ネズミ型ロボットの観察 

ゲイル・トリップ博士 

ラボツアー 

質量分析器について説明をする 
国分綾技術員 

顕微鏡を使って線虫を観察 
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ウィンターコース「生物複雑系の進化」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
10月7日　講演　於　沖縄県立北部農林高校（名護市） 
講演者：佐藤矩行博士（OIST） 
 
10月8日　セミナー　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
「����������	
 ����
������� �� ���	� 
���	
�� �	����	�� �� �����	�� �
�	�� �����	��
― 行動時におけるドーパミンシグナル伝達の高速測定（ボルタメトリー法）」 
講演者：ノースカロライナ大学チャペルヒル校　マーク･ワイトマン博士 
オーガナイザー：ジェフ・ウィッケンス博士（OIST） 
 
10月9日　講演　於　恩納村立喜瀬武原中学校（沖縄県恩納村） 
講演者：エリック・デ・シュッター博士（OIST） 
 
10月9日　セミナー　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
「������	���	�� ���� ������� ��
	����	��� 	� ��� ��� ����������� �������� 	� �	��� ― 
  �� �	���状態におけるラット扁桃体の神経ネットワーク情報伝達を追求する」 
講演者：ニューキャッスル大学（英国）博士課程　フィオナ・ランダルさん 
オーガナイザー：ゴードン・アーバスノット博士（OIST） 
 
10月10日　OIST-IRPセミナー　於　沖縄科学技術研  究・交流センター 
「��� �
��	�� 
������ �� �	��
�����	� 	� ��� �� �
	��
��� ����� 	� �
�	���� �� � ���
����
��
�� ������ ��� 
�	�
	�	�!���������� ������ ��� �
������� ― G0期のミトコンド
リアはユビキチン／プロテアソームとオートファジーによって二重に品質管理
されている」　講演者：武田鋼二郎博士（OIST） 
 
「"������	�� ��� #��� �� $�������� %�	������ ������ &�
��� #�
����� '	���� ��
(
�������	� )�����	� ― 突然変異分析を用いた上皮成長因子受容体における二
量体構造の解析」　講演者：アイニィ・スザナ・アデナン博士（OIST） 
 
10月14日　セミナー　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
「*�	�	�� �� �	�
�� 	��
� �� ��� +���� �����	� ― 大脳基底核への視覚情報の起源」 
講演者：オタゴ大学博士課程　ジャン・シュルツさん　 
オーガナイザー：ゴードン・アーバスノット博士（OIST） 
 
10月16～18日　 
「意思決定の神経科学における未解明の問題」ワークショップ　於　シーサイドハ
ウス　オーガナイザー：銅谷賢治博士（OIST）他　http://www.irp.oist.jp/nc/odm/ 
 
10月28日　講演　於　うるま市立具志川中学校（沖縄県うるま市） 
講演者：高橋智幸博士（OIST） 
 
10月28日　セミナー　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
「,������ ���

�
�� �� ��� ����� 
�����- ������ ������� .	�
α/����
������	� 0.)�1
��� $����
�	� 	��

	��� �����	� 0$�$1 ���� �
��� ���	��� ������ ―人精漿のZn-α

2-糖タンパク質(ZAG)とプロラクチン誘導性タンパク質(PIP)間に形成される新規
複合体の結晶構造」　 
講演者：ジャミア・ミリア・イスラミア大学　イムタイヤズ・ハッサン博士　 
オーガナイザー：ファデル・サマテ博士（OIST） 
 
10月29日　講演　於　恩納村立恩納中学校（沖縄県恩納村） 
講演者：ファデル・サマテ博士（OIST） 
 
10月30日　講演　於　うるま市立安慶名中学校（沖縄県うるま市） 
講演者：ジェフ・ウィッケンス博士（OIST） 
 
11月4～6日　「バイオロジーのマルチスケール現象」ワークショップ　於　シーサイドハウス 
オーガナイザー：ロバート・シンクレア博士、クラウス・シュティーフェル博士（OIST）　 
http://www.irp.oist.jp/tenu/multi.html 
 
11月7日　セミナー　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
「2�
����3 �������� ��� 
����
�	��� 	� ��� ���� 
��������� �

��	 ― 深部小脳核の神
経細胞、シナプス、神経結合」　 
講演者：理化学研究所脳科学総合研究センター　マリルカ・ウーシサーリ博士　 
オーガナイザー：クラウス・シュティーフェル博士（OIST） 
 
11月7日　セミナー　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
「��� 245� �� ��� )
�	���� %����� $�����	�� ���� ��� ��� �������� �� ����
� ��� 	��
�
�
�	���� �	��	�	
��
� ― ラット扁桃体の聴覚誘発電位のN150」 
講演者：ラドボウド大学（オランダ）　ヨルン・ニッペンバーグ博士 
オーガナイザー：クラウス・シュティーフェル博士（OIST） 
 
11月14日　セミナー　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
「6��

�
��� 	�����	���	��� �� ��-�	�	�	��43 � ������ �������� 	��	�	��� ���� ��� )
�����	��
+���� �����3 $��
����7� ��-�	�	� ― オーストラリアブラウンスネーク$�
����7�
��-�	�	�の強力な蛋白分解酵素阻害剤 ��-�	�	�	��4の構造研究」 
講演者：クイーンズランド大学（オーストラリア）　エマ・カリン・ミラーズ博士 
オーガナイザー：ファデル・サマテ博士（OIST） 
 
11月14日　OIST-IRPセミナー　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
「2�
���	����� �� ���������� ― サラマンダーの神経生物学」 
講演者：中西 節子博士（OIST） 
 
「��� ����
� ��� ������� ��� �
�	������������ ����� 
��	�� ��� � ��	����
����� �����	��
����� ―タスク依存な状態表現の探求」　講演者：大塚 誠準研究員（OIST） 
 
11月17～21日　「勾配と情報伝達：化学走性から発生まで」ワークショップ　於　シーサイドハウス 
オーガナイザー：丸山一郎博士、政井一郎博士、メリー・アン・プライス博士、ファデル・
サマテ博士（OIST）　http://www.irp.oist.jp/signalling08/ 

ウィンターコースの参加者たち 

動物の発生と進化に関するウィンターコース、「生物複雑系の
進化」が、去る12月8日～12月14日にOISTシーサイドハウ
スで開催された。本コースは、5日間にわたるスクールと2日
間におよぶワークショップから構成され、スクールでは、この
分野を代表する講師６名による講義とラボワークを中心とし
たチュートリアルがおこなわれた。また、ワークショップには
外国人を含む若手研究者が新たに6名加わり、総勢21名によ
る研究発表と活発な議論がおこなわれた。本コースには世界中
から公募で選ばれた気鋭の若手研究者と大学院生15名が参加。
生物学系の参加者にとっては、進化発生生物学に関する最先端
の研究内容を学ぶ機会となったほか、理論学系の研究者にとっ
ては、遺伝子発現に関する実践的な教育にふれる機会となった。
企画はOISTのシドニー・ブレナー理事長のほか、佐藤矩行博士、
政井一郎博士、メリー・アン・プライス博士の代表研究者3名
が担当した。詳細はO I STのホームページで公開している。 
http://www.irp.oist.jp/owecs/index.html

シドニー・ブレナー博士による講義 
「Evolution of Genes and Genomes ―遺伝子とゲノムの進化」 

米国カリフォルニア大学バークレー校マイケ
ル・レビン教授を囲んでのディスカッション 

2008年 

講義  

06 OIST News No.7

トピックス 
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O I STでは沖縄科学技術大学院大学（仮称）の開学に向けて国際ワークショップやセミナーを開催している。これらは国内外の研究機関との連携を強化する
とともに、大学院大学構想を国内外の科学者に広く伝え、将来大学院大学に参画する可能性のある若手研究者の育成を図ることを目的としている。 
以下は2008年10月～2009年１月に開催された国際ワークショップ及びセミナーである。 

国際ワークショップ＆セミナー 



 

　チュートリアルでは、マ

リンゲノミックスユニット

（代表研究者：佐藤矩行博士）

が提供したサンゴの DNA

配列データを使って、分子

系統解析をおこなった。目

的の配列をヒトやハエなど

の他の動物の遺伝子と比較し、

よく似た配列を見つけ、系

統樹を書くことで、この配

列が異なる動物間で進化的

に保存された遺伝子である

ことがわかった。 

　同ユニットでは脊索動物

の進化について調べているが、

チュートリアルでおこなっ

たように、DNA シーケン

サーを使ってゲノム解読に

成功したある動物の遺伝子

データを、ヒトなどの遺伝

子と比較することで、下等

動物から高等動物への進化

の過程を明らかにしようと

している。本コースについ

て佐藤博士からは、講習と

実習を兼ねた充実した内容となったことに満足しているこ

とや、来年以降も優秀な学生を集め、引き続き開催したい

と抱負が語られた。 

DNAシーケンサーで解読したデ
ータを用い、異なる動物のDNA
配列を比較する 

佐藤矩行博士による講義 
「An overview of the evolution 
of complex systems of animals
― 動物複雑系の進化のあらまし」 

11月26日　セミナー　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
「$������ ������	��

�� ���������	
 �����	
	�� �� �	���
����� ����� �	��� ����	���� ��
����	�� ���	
�� �����	
� ―海馬苔状線維終末におけるβ-ホルボールエステル誘
導型シナプス可塑性の小胞ダイナミクスメカニズム」　 
講演者：東北大学大学院　生命科学研究科　引間 卓弥さん　 
オーガナイザー：ゴードン・アーバスノット博士（OIST） 
 
11月26日　セミナー　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
「(	�������3 ��������	�� �� �	��
�����	� �	� �� �
��������������� ������� 	� �
��	�� ����� 
―出芽酵母のマイトファジー：オートファジー関連経路を介したミトコンドリアの分解」 
講演者：基礎生物学研究所　岡本浩二博士　 
オーガナイザー：柳田充弘博士、島貫瑞樹博士（OIST） 
 
11月27日　セミナー　於　沖縄県工業技術センター 
「������
�	�� ��� ��
��	8��	�� �� 2�
��5 ��� $'�& ��
����� β �� ��� ����	�� ����� ��
���	�� 2�9:�: 
���� ����	
��	��� ��� �	��
�	���� 
��� �������� ―2�
��5と$'�&
β受容体の2�9:�:細胞の先端における相互作用と局在：細胞運動における役割」 
講演者：神戸大学医学研究科　天野恭志博士 
オーガナイザー：丸山一郎博士（OIST） 
 
11月27日　セミナー　於　シーサイドハウス 
「��� ,�/; �
�� ��� ������� �����	
	�� ―シナプス可塑性のためのカルシウム・ポンプ」 
講演者：オタゴ大学　ルース・エンプソン博士　 
オーガナイザー：エリック・デ・シュッター博士（OIST） 
 
11月28日　ADHDカンファレンス　於　シーサイドハウス 
講演者：ゲイル・トリップ博士（OIST）他 
 
12月9日　セミナー　於　シーサイドハウス 
「) ����� �����	�	�� �� 
����
�	�� �����	�� 	� �
������	
 
��� ���
���	��� ―真核細胞に
おける集団行動状態への相転移」　 
講演者：東京大学日本学術振興会研究員・プリンストン大学　トーマス・グレゴー博士　
オーガナイザー：ジョナサン・ミラー博士（OIST） 
 
12月10日　セミナー　於　沖縄県工業技術センター 
「'����	
� ��� ���
	�	�� 	� ����� �������	
 ����������� ―初期胚発生の動的性質と精度」 
講演者：東京大学日本学術振興会研究員・プリンストン大学　トーマス・グレゴー博士　
オーガナイザー：ジョナサン・ミラー博士（OIST） 
 
12月17日　セミナー　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
「(	
������� ���� ������	� 
�	�� ����� ������ &��� �	�
��	8��	�� �� �
��	�� ����
�	�� 
―グラフ理論によるマイクロアレイデータ解析：可視化から外れ値検出まで」 
講演者：京都大学　レイモンド・ワン博士　オーガナイザー：ジョナサン・ミラー博士（OIST） 
 
12月19日　講演　於　国連大学グローバルセミナー 
「,����	�
�	��� �� ��
���
	��
� �� 
���������	�� �
��� �����	�
� ―人間行動を理
解するうえでの神経科学の貢献とは」　講演者：ゲイル・トリップ博士（OIST）他 
 
12月19日　OIST-IRPセミナー　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
講演者：ジョナサン・ミラー博士（OIST） 
「�����
�	����� ������	� �� ���	�����
	�	
 ����� 	� ��� ,	��� 	�����	���	� ����� ―ホヤ

幼生の脳特異的遺伝子のトランスクリプトーム解析」　講演者：濱田麻友子博士（OIST） 
 
 
 
1月13～15日　「脳と心のメカニズム」ワークショップ　 
於　ルスツリゾート（北海道）　講演者：エリック・デ・シュッター博士（OIST）他　 
オーガナイザー：計算神経ユニット（OIST）　http://brainmind.umin.jp/eng-wt9.html 
 
1月15日　セミナー　於　沖縄健康バイオテクノロジー研究開発センター 
「%���
�	����� ������� �	����� �� ��
���	�� ��
������ �������	�� < 6���	�� �� ���
�	���� �� �	�
���	���� ―細菌二次代謝の進化システム生物学―生化学の古い謎
を解く」　講演者：東京大学　ホルガー・ジェンケ・コダマ博士　オーガナイザー：OIST 
 
1月16日　セミナー　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
「2�
�������!2�
�� ,�
�� )
������� �
�
	�	�	�� �� �
���	���	�� ������	
�� ���� ���
��
�����

�	�� � 
���	
�� 
��
�� 	� �	�	
� ―ニューロモルフ/ニューロカウント：シ
リコン内での皮質カラム再構築のための量的解剖データの自動獲得」 
講演者：マックスプランク脳研究所博士課程　マーセル・オバーランダー博士 
オーガナイザー：銅谷賢治博士（OIST） 
 
1月16日　OIST-IRPセミナー　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
「"�	�
	�	� ���������� ������ 	� ������	�� ��� ��� ���� �	��� �	�������	��	�� ―ユビキ
チン・プロテアソームシステムは水晶体繊維分化に必須である」 
講演者：今井文康博士（OIST） 
 
「������	���	�� ��� 
���
���	���� �������
� �� �����	��� ―樹状突起の計算論的関連
性を追求する」　講演者：ベンジャミン・トールベンニールセン博士（OIST） 
 
1月20日　セミナー　於　沖縄健康バイオテクノロジー研究開発センター 
「&����������� 	��	�	�	�� 
������� ������� 	�������	�� ���
���	�� 	� 
��������� 
����-
	� �	
� ―マウス小脳皮質におけるフィードフォワード抑制の感覚情報処理制御」 
講演者：理化学研究所脳科学総合研究センター　デ・ライ・シュー博士　 
オーガナイザー：OIST 
 
1月21日　セミナー　於　沖縄健康バイオテクノロジー研究開発センター 
「��� ���� �� ���	8����� ���� �������� 	� ��� ����
�	�� �� ���� �������� ―遺伝子群の
進化における遺伝子の水平伝達の役割」　 
講演者：テキサス大学オースチン校　アレキサンダー・サーシャ・ミクヘエブ博士　 
オーガナイザー：OIST 
 
1月23日　セミナー　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
「6����� ���� �����������	�� ��� ���������� ����
	��	�� �����	�� ―脳における匂い情
報の疎表現と嗅覚―味覚連合学習」　 
講演者：米国国立衛生研究所　伊藤伊織博士　オーガナイザー：高橋智幸博士（OIST） 
 
1月29日　セミナー　於　沖縄健康バイオテクノロジー研究開発センター 
「%-���
�	�� �	�������	�� �	��� �� ���	� �
�	�	�� ―単一試行における脳活動の抽出」 
講演者：スタンフォード大学、ユニヴァーシティ・カレッジ・ロンドン　バイロン・ユー
博士　オーガナイザー：OIST 
 
1月29日　講演　於　沖縄県立石川高校（うるま市） 
講演者：丸山一郎博士 

参加者の感想 
 
 
 
　本コースのことはかつて佐藤博士の下で研究をしていた同僚
から聞きました。私は海綿動物の発生に関わる分子機構につい
て研究していますが、講義はどれも素晴らしい内容でした。ま
た、講義後のオープンディスカッションもとても勉強になりま
した。チュートリアルをはじめ、ここで学んだことを今後の研
究に活かしていきたいです。 
 
 
 
 
　これまで造礁サンゴの発生や繁殖生物学について研究をして
きましたが、来たる8月からオーストラリア国立大学で分子生
物学について勉強する予定です。その前に本コースに参加でき
たことは、貴重な経験でした。 
 
 
 
　世界的に著名な講師の方々の講義を聴くことができて、大変
光栄でした。また、大勢の参加者の前で日頃の研究内容を発表
し、議論をする機会にも恵まれました。たくさんの研究仲間と
意見を交換し、自分の視野が広がったと思います。私の両親は
日本人ですが、私自身はドイツで生まれ育ったため、これまで
日本は数回しか訪れたことがなく、沖縄は初めての滞在でした。
自然豊かでとても良いところだと思います。 

スウェン・ライニンガー　博士  
ノルウェー Sars 研究所ポスドク研究員 

スナガワ　シンイチ　さん 
米国カリフォルニア大学マーセド校修士課程 

大久保　奈弥　博士  
日本学術振興会特別研究員　 

京都大学フィールド科学教育研究センターポスドク研究員 
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仲井眞弘多知事の訪問 佐藤勉大臣の訪問 

ジュニア・リサーチャー・リトリート 
　2008年10月30～31日、OIST史上初めてとなるジュニア・リサーチャー・リト

リートが開催された。リトリートとは全員参加型の研究集会のことで、今回は若手

研究員・技術員を中心に、研究内容の発表、大学院大学へのスムーズな移行に向け

ての連携体制の構築、そして大学院大学設立後の研究者それぞれの役割を模索する

ことを通して、研究者同士の結びつきを強固なものにすることを目的に開催された。 

　リトリート中は、各ユニットを代表して若手研究者による発表があったほか、ゲ

ストスピーカーとOIST代表研究者2人による3つの講義、そしてポスターセッシ

ョンがおこなわれた。また、昼食時にはキャリアパネルディスカッションが設けら

れ、ボランティアで参加した代表研究者から就職のコツや選択肢に関する話があった。ゲストスピーカーとして参加し

たデューク大学のジョージ・オーガスティン教授からは、OISTの研究者の質の高さにとても驚いたことや、リトリート

の開催がOISTの研究規模が一定のレベルまで成長したことを示すものだという感想が述べられた。本イベントの実行

チームの共同議長で、彼ら自身

もまだ若い研究者であるカレン・

ロンメルファンガー博士とウェ

ルナー・バンゲイト技術員は、

リトリートを通して研究者同士

お互いをよく知って、緊密な協

力体制を構築することができた

と喜びの感想を述べていた。 

　2008年12月7日、佐藤勉沖縄担当大臣がシ

ーサイドハウスと大学院大学のキャンパス予定

地を視察された。ロバート・バックマン理事か

ら大学院大学設立構想とキャンパス整備に関す

る説明があり、視察を終えた佐藤大臣からはキ

ャンパスの建設が順調に進んでいるとの感想が

述べられた。また同大臣からは、本構想がもた

らす波及効果に対しての期待感が示された。 

 

ポスターセッション 

（左から）仲井眞知事、内藤隆之
博士、中村望博士 

整備中のキャンパス予定地で
O I ST担当者に質問をされる仲
井眞知事 

（左から）バックマン理事、佐藤大臣、内閣府沖縄振興
局清水治局長、沖縄総合事務局福井武弘局長 

ちゅらホールでのキャリアパ
ネルディスカッション 

発表者に質問をするデューク
大学オーガスティン教授 

セミナールームでの研究発表 

　2008年12月1日、仲井眞弘多

沖縄県知事がOISTを訪問された。

まずシーサイドハウスと大学院大

学キャンパス予定地においてロバ

ート・バックマン理事からOIST

の現状について説明があり、その

後同知事はうるま市にある研究施

設を視察された。視察では、G0

細胞ユニットの島貫瑞樹博士、神

経計算ユニットの吉本純一郎博士、

そして分子神経科学ユニットの内

藤隆之博士と中村望博士より各ユ

ニットの研究内容について説明が

あった。仲井眞知事は日本全国、

そして世界中から優秀な科学者が

OISTに集まってきていることに

ふれ、研究者にとって最適な研究・生活環境を構築するために、沖

縄県も引き続き支援をしたいと述べられた。 
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